
（日テレNEWS NNN「男性育休取得率 40％超え 『とるだけ育休』は時代遅れ 新時代のキーワ

ードは『共育て』」（2025年 7月 30日）より） 

帝京学園短期大学 2026 年度入学試験 

第一次学校推薦型選抜 〔 小 論 文 〕 
 

以下の文章を読み、あなたの考えを 600字以内で書きなさい。 

厚生労働省によると、昨年度の男性の育児休業取得

率は 40.5％でした。2023年度の取得率は 30.1％だっ

たので、10ポイントほど増えました。これは 12年連続

かつ大幅な上昇で、調査が始まった 1996年の 0.12％

以降で最高の取得率となりました。 

取得率の上昇について、厚生労働省は、育児休業

の周知が進んだほか、産後 8週間以内に育児休業と

は別に取得できる、男性版の産前産後休業のような 

「産後パパ育休」などの制度利用が進んだことなどが 

影響したとみています。 

およそ 8割の夫婦が共働きのいま、働く母親はめず

らしくない一方で、育児はいまだに母親のワンオペに 

なりがちな現状があります。こうした事態を変えるため、

新たに立ち上げられたのが「共育
と もい く

プロジェクト」です。 

「夫婦で共にこどもを育てる社会の実現」を目指し、

男女が共に家事・育児の時間を確保できるよう、男性の

働き方改革、長時間労働の見直しに重点を置いていま

す。 

 

 上記を踏まえて、あなたは男性の育児参加について

どのように考えますか。また、将来、保育者としてどのよ

うな点に留意しながら子育て家庭とかかわっていきたい

ですか。 

※ 著作権の関係により省略しています。 
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帝京学園短期大学 2026年度入学試験 

第一次学校推薦型選抜 〔小論文〕 
 

【出題の意図】 

 課題文は男性の育児休暇取得率に関する文章である。男性の育児参加率が高まっていること

で、将来保育者として子育て支援を行う際にも父親とかかわる可能性が高いため、母親のみならず

父親とのかかわり・子育て支援を視野に入れることができているかを問うことを意図している。 

  



（福祉新聞「虐待死、0歳児が 7割弱 23年度死亡検証を公表〈こども家庭庁〉」（2025年 9月

20日）より） 

帝京学園短期大学 2026 年度入学試験 

第二次学校推薦型選抜 〔 小 論 文 〕 
 

以下の文章を読み、あなたの考えを 600字以内で書きなさい。 

こども家庭庁が公表した「虐待による死亡事例の検証

結果（2023年度）」によると、2023年度に虐待で死亡

したことが判明した子どもは前年度比 7人減の 65人で

した。親子心中以外で亡くなった 48人のうち 0歳児が

68.8％を占め、過去最高だった 2016、2020年度の

65.3％を上回りました。 

 なお、親子心中以外で死亡した 0歳児 33人のうち、

生後 24時間に満たないで死亡したと考えられる「0日

児※」は 16人で約半数を占めました。 

0日児※の虐待の直接の死因については出産後に放

置されたのが 7人で最も多く、窒息 4人、不明やその

他が 5人でした。 

 また、0日児※のうち、医療や福祉など関係機関の関

与があったのは 1人だけでした。そこで、こども家庭庁

は予期しない妊娠などにより、どうしてよいか分からず、

孤立状態で追い詰められているケースが多いとの認識

を示し、全国各地にある妊娠の悩み相談窓口にアクセ

スできる情報サイトを年度内に立ち上げる方針です。 

 

 上記を踏まえて、幼児教育・保育の現場で子どもや保

護者に直接かかわる保育者として、あなたは将来、どの

ような点に留意しながら保育を行っていきたいですか。 

※生後 1日経たず、生後 24時間以内に亡くなった子ども

※ 著作権の関係により省略しています。 
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帝京学園短期大学 2026年度入学試験 

第二次学校推薦型選抜 〔小論文〕 
 

【出題の意図】 

 課題文は児童虐待による死亡事例に関する文章である。0歳児の死亡割合が過去最高を記録

する現状に関して、将来保育者として保育のみならず保護者に対する子育て支援も重要な業務に

一つとなるため、虐待防止や子育て支援を視野に入れられているかを問うことを意図している。 
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